
私にとって「かたちJ

鈴木

人間の手によって造り出された創造物は，

数限りありません.人間は生活していくため

に必要なものをいろいろ工夫し，少しでも便

利なものや，少しでも生活を快適に過ごせる

様に環境を造り出すために知恵を絞って生活

してきました.彫刻も人間の生活意欲の積極

的な行為の中から生まれてきたに違いありま

せん.永い過去と歴史の中に登場してきた数

々の彫刻群に比べると，現代彫刻がいろいろ

な意味で驚くほど広範囲に渡り，しかも多様

化してきました.それもこれも19世紀末，ロ

ダンが建築物の壁や柱に装飾として埋没して

いた彫刻を壁や柱からヲlき離し，独立したも

のとして，人前に取り出してくれたからです.

現代の私たちが認識している彫刻の概念を確

立してくれました.私が彫刻を勉強したての

頃よくロダンを勉強しましたしデッサンの重

要性を知りました.デッサンの重要性とは自

然と作者の内部葛藤の立体化だと思う.デッ

サンという言葉の中には幾通りもの意味と方

法とがありますが自然の理法を深めるためで，

自然は観察すればするほど自分の甘い考えや，

強引な好みに都合よくあてはまってくれない

ものだという事が分ります.直接彫刻と関係

ないものにも広く眼を向けデッサンしてみる

と花や草や木や家や雲，それらをひっくるめ

た風景，いくらでもあります.生きものとし

てとらえたものを心の中で解体し，整理し，

漉過し，それを基に自分の手で再構成する訓

練がデッサンだと思う.

他の芸術分野に比べてモチーフに限界のあ

る〈具象彫刻〉では，ややもすると精神の働

きが枯渇して，惰性と習慣に沈没して自分で

気づかずにいることがあります.絶えず眼と

心と技術の訓練をしたい.く具象〉という言

徹

葉に対してく抽象〉という言葉がありますが，

自然の形態を造形作品に表現する手段に関連

して出てきた問題で分けるのはナンセンスだ

と思う.点や線，面や量，空間や時間，虚の

空間，四次元，集合体，重力からの独立， レ

リーフ等，これら造形の諸要素は彫刻の諸々

の表現手段に対するある種の要約でいわば基

礎造型ともいえる.そして造形の諸要素を通

して素材の選択が問題で作家にとって最も重

要な事です.作品を造る以前の動機とでもい

いますか，思想、や感情や社会に対する認識や

願望，そしてより深い生の根源をえぐる問題

意識がなければならない.石や木や金属を見

て，作者はそこから創作のイメージを誘発さ

せる場合と，作者が作りたいと考えた主題に

よってそれに最もふさわしい効果の材質を選

ぶ場合とがあります.

中間手段である粘土で何か作っている時に

でも，最終的にどんな材質にするか予定しで

かかる必要があります.粘土を操作する上で

の手法が大いに最後の材質の効果に影響して

くるからです.彫刻が触覚の芸術であるとい

うことの大きな一つの要因はこの材質とも宿

命的に関係してくるからです.

粘土には意のままになる自由さがあるので，

ちょっと見にはやさしい様に思われますが，

この自由さが災いしていつまでもひねり廻し

ているうちに目的を見失ってしまうことさえ

あります.彫刻の基になるところは，色のよ

うな表面処理の世話にならず，終始，形の組

み合わせを，質とたたかわせる芸術です.

我師，佐藤忠良先生は，首狩り族というニ

ックネームがあったほど首像を作っておられ，

「顔は人間や動物の集約的な象徴だ」と言わ

れております.親しい人でかねがね作りたい
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と思っている人にいざモデル台に座ってもら

うと，それまで抱いていたイメージとまった

く違って見えることがあります.ふだんの生

き生きした面影が消えているのです.おそら

くその人の喜ぴや怒り，悲しみといった表情

をとおして全人格を感じとっていたのにちが

いありません.単なる視覚による引き写しだ

けではでてこないものをその人に感じていた

のです.そうなれば，モデル台のその人はた

だの参考品にしかすぎません.作者の中に醗

酵していた記憶の方がもっと確かだ、ったのだ

ということになります.

人聞は頭部と胴と四肢の六つの要素を駆使

しながら生きていることの感情表出をします.

遠い世紀からすでに人間は人間のこうした姿

を石の中に刻み始めて現在に至りました.

裸体を作る時，裸体というものは美しいも

のだからという定説にのっかるだけでは，う

っかりすると巨大な人形作りになりかねませ

ん.作者が人体に語らせたかったものは何だ

ったのかをまず確かめてかかるべきだと思い

ます.人間表現のうちで特に手はその内面的

な心の動きとともに心理的に微妙な感情を表

現してくれるものですからそれだけに思いの

ほか厄介な代物なのです.時に彫刻全体に破

綻をきたしたり，思わぬ滑稽さを産み出し，

ぶち壊しをやってのけます.人間性を語ろう

とする手をもぎ取ってしまった人体彫刻があ

ります.これをトルソーといいます.人間性

の語りの部分をなるべく排除し，彫刻本来の

フォルムとしての面白さと，単純化された思

想的内容を語らせてみたいという彫刻家の発

見です.そしてそこには現代彫刻の中で展開

される抽象彫刻やオブジェ彫刻などに連がる

要素が含まれています.

石は石特有の不思議な魅力を持っています.

どんな石でも，大自然の一部，岩山の中のー

塊としての厳しい力を感じさせます.切り出

された荒石にも，海岸にころがっている玉石

にも，そのままで美しい形と量感が備ってい

ます.一塊の荒石を前にして，この石ができ

てからの時間，何百万年，何千万年という時

間が思われて，石の中にある自然の息吹きと

無限感のようなものに圧されそうになります.

古代からの石彫を見ると，石そのものの力と

これに対抗する人間の乏しい表現力との宿命

的な闘いが感じられて厳粛な気持ちになりま

す.良質な素材は創造的人間を招くといわれ

また良質な素材は創造的本能を刺激せずには

おかないだろう.かつてミケランジェロは，

良質の大理石を求めるためにカラーラの山中

に採掘の労働者として従事した.真白い巨大

な大理石を前にして 彼は構想を練ったとい

われている.今でもイタリアのカラーラは，

石彫家のメッカである.硬い石でも時間さえ

かければノミとハンマーと砥石だけで巨大な

石の彫刻でも完成させることができるが，現

在は電気工具，エアー工具などが発達し，女

性の石彫家もだいぶ増えてきている.

美術系大学の石彫場でも女生徒の方が多い

時もある.石はやり直しがきかないというこ

とで，石の中に自分の作ろうとする像がすで

に埋まっているとイメージし，像のまわりの

余分なものを取り去るつもりで一気に押し通

します.時には荒石に直接デッサンをしてそ

のまま掘り出したりするが，大半は粘土であ

らかじめエスキースを作りそれを石膏にして

参考にしながら石に彫る方法をとります.石

の種類によって当然その効果に違いが出ます.

例えば大理石の場合，凸凹がやや強調されな

ければならない時がある.大理石は白く透明

度があるので石膏像と違わないように彫って

も陰影の調子が弱いので ボケた感じになり

がちで，そこを考慮して彫る必要があるので

す.黒御影石の場合などはノミ跡が白ぼく，

割れ肌が白から灰色，みがくにしたがって黒

くなっていくので色のグラディションがとり

やすく，いろいろな見せかたができます.こ

の石は硬いためにノミ跡の強弱をつける事も

でき，いろいろな効果も期待できる.
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アメヤさん 1971年石膏 H 17cm 
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開・夏 1974年黒御影石第38回新制作展新作家賞 W 120cm 

睡眠・秋 1978年黒御影石 H54cmXW 62cmX D 34cm 
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受・夏 1976年 第40回新制作展協会賞 長泉院付属現代彫刻美術館蔵 W 180cm 
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宗 1975年黒御影石

長泉院付属現代彫刻美術館蔵

帰雲・春 1978年黒御影石千葉県立美術館蔵 W 180cm 



桜 1982年黒御影石

長泉院付属現代彫刻美術館蔵
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水 1983年黒御影石
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飛べない沈黙 1982年黒御影石・木・

鉄・ポリ工ステル H 200cm 



冬将軍 1985年赤御影石長泉院付属現代彫刻美術館蔵 H 120cm 
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飛べない沈黙 1985年黒御影石・鉄・ポリエステル 第 1回現代日本具象彫刻展大賞 H 200cm 
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男と女 1985年黒御影石 第 1回ロダン大賞展、美ケ原高原美術館賞 美ヶI京高原美術館蔵

H 300cm X W 300cm X D 250cm 
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霊気楼 1985年 黒御影石札幌芸術の森野外彫刻美術館蔵 H 150cmXW 340cmX D 116cm 

ハ

b
q
ペ
U



星の川 1988年黒御影石幕張メ ッセ H250cm X W 600cm 
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心の旅，星空 1990年黒御影石 W 170cm 



風の夢 1989年 黒御影石・ステンレス・鉄・ポリ工ステル 「石匠のみち」コンクール最優秀賞

H 150cmXW 270cmX 0 140cm 
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風の夢、夏 1990年 黒御影石・金箔・銀箔・うるし H 180cmXW 300cm)くD180crn 
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密雲郡公 1993年黒御影石 W 180cm 

大地の使者 1993年黒御影石調布市彫刻の街づくり入賞
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黒御影風神話 1993年 黒御影石・白御影石・ステンレス・金箔・銀箔・うるし・ポリエステル

第 7回神戸具象彫刻大賞展優秀賞 H 190cmXW 470cm)くo270cm 
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